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実実
母母
とと
異異
なな
るる

戸戸
籍籍
記記
載載

�下下

日
韓
親
善
協
会
中
央
会

（
河
村
建
夫
会
長
）は
１
日
、

東
京
都
内
の
ホ
テ
ル
で
創
立

４５
周
年
を
記
念
し
て
特
別
講

演
会
を
開
催
し
た
。
各
地
の

日
韓
親
善
協
会
役
員
や
民
団

関
係
者
合
わ
せ
て
約
１
０
０

人
が
参
加
し
た
。

冒
頭
、
河
村
会
長
が
主
催

側
代
表
と
し
て
あ
い
さ
つ
。

１
９
９
０
年
以
来
３１
年
間
、

衆
議
院
議
員
を
務
め
、
今
年

１０
月
の
衆
議
院
選
挙
で
政
界

を
勇
退
す
る
ま
で
の
韓
日
関

係
で
の
経
験
を
ふ
り
返
り
、

最
も
忘
れ
ら
れ
な
い
の
が
１

９
９
８
年
、
金
大
中
大
統
領

と
小
渕
首
相
に
よ
る
「
韓
日

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
言
」

だ
と
し
、
「
ト
ッ
プ
同
士
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
決
断
力

が
関
係
発
展
へ
大
き
な
弾
み

と
な
っ
た
」
と
評
価
し
た
。

続
け
て
、
「
日
韓
関
係
は

大
き
く
育
つ
こ
と
は
あ
っ
て

も
小
さ
く
な
る
こ
と
は
な

い
。
政
界
は
引
退
し
た
が
、

民
間
交
流
が
最
も
大
切
で
あ

り
、
そ
の
た
め
に
も
日
韓
親

善
・
友
好
へ
皆
さ
ん
の
支
援

を
お
願
い
し
た
い
」
と
呼
び

か
け
た
。

続
い
て
今
年
２
月
ま
で
駐

米
国
日
本
大
使
を
務
め
、
２

０
０
０
年
か
ら
４
年
間
、
駐

韓
国
日
本
公
使
の
経
験
を
持

つ
、
杉
山
晋
輔
氏
（
外
務
省

顧
問
）
が
「
東
ア
ジ
ア
の
国

際
情
勢
と
日
韓
関
係
」
と
題

し
て
基
調
講
演
を
行
っ
た
。

杉
山
氏
は
１
９
９
８
年

「
韓
日
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

宣
言
」
と
２
０
０
２
年
韓
日

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
共
催
に
よ

っ
て
最
も
両
国
関
係
が
良
好

と
言
わ
れ
て
い
る
時
期
に
駐

韓
公
使
に
赴
任
し
た
時
に
つ

い
て
、
「
今
と
同
じ
く
、
両

国
に
は
様
々
な
懸
案
事
項
が

存
在
し
て
い
た
。
当
時
と
今

と
違
い
あ
る
と
す
れ
ば
、
当

時
は
両
国
の
�１
首
脳
�２
外
交

当
局
�３
外
交
実
務
者
の
そ
れ

ぞ
れ
が
信
頼
関
係
を
築
き
、

つ
ね
に
対
話
す
る
姿
勢
を
持

っ
て
い
た
と
思
う
」
と
指
摘

し
、
「
日
韓
両
国
が
共
通
認

識
を
持
ち
、
共
同
で
対
処
す

べ
き
課
題
が
山
積
し
て
い

る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
腹
を
割

っ
て
話
し
合
い
を
す
る
こ
と

が
大
切
だ
」
と
強
調
し
た
。

第
２
部
の
懇
親
会
は
森
英

介
副
会
長
の
「
隣
人
だ
か
ら

こ
そ
知
恵
を
出
し
合
っ
て
、

楽
し
く
仲
良
く
関
係
を
築
い

て
い
こ
う
」
と
の
開
会
辞
で

ス
タ
ー
ト
。

日
韓
議
員
連
盟
の
衛
藤
征

士
郎
会
長
代
行
は
祝
辞
の
中

で
、
先
日
来
日
し
た
韓
日
議

連
幹
部
と
の
懇
談
で
来
年
２０

周
年
を
迎
え
る
２
０
０
２
ワ

ー
ル
ド
カ
ッ
プ
を
記
念
し

て
、
韓
日
議
員
親
善
サ
ッ
カ

ー
試
合
を
ソ
ウ
ル
と
東
京
で

開
催
す
る
こ
と
で
合
意
し
た

こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

公
務
の
た
め
途
中
退
席
し

た
姜
昌
一
駐
日
大
使
の
代
理

と
し
て
金
容
吉
公
使
は
、「
韓

日
関
係
で
は
交
流
が
大
切
で

あ
り
、
貴
協
会
の
役
割
が
大

き
い
」
と
期
待
を
寄
せ
た
。

こ
の
後
、
韓
日
親
善
協
会

中
央
会
の
柳
興
洙
会
長
（
黄

鍾
吉
副
会
長
代
読
）
、
民
団

中
央
の
呂
健
二
団
長
ら
が
祝

辞
を
述
べ
、
呉
公
太
名
誉
顧

問
の
音
頭
で
乾
杯
し
た
。

関
東
大
震
災１

９
２
３
年
９
月
１
日
の
関
東
大
震
災
で
犠
牲
と
な
っ
た
同
胞
ら
を
追
悼
す
る「
第
３
回
人
権
セ
ミ
ナ
ー
」が
４
日
、

東
京
・
港
区
の
韓
国
中
央
会
館
で
開
催
さ
れ
た
。
今
回
は
主
に
千
葉
と
埼
玉
に
お
け
る
虐
殺
事
件
を
取
り
上
げ
、
組
織

的
か
つ
広
範
囲
な
流
言
に
か
か
わ
っ
た
国
家
の
責
任
を
検
証
し
た
。
民
団
中
央
本
部
人
権
擁
護
委
員
会
（
李
根
�
委
員

長
）
と
在
日
韓
国
人
法
曹
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
殷
勇
基
会
長
）
に
よ
る
共
催
。

テ
ー
マ
は
「
『
忘
れ
な

い
！
』
回
り
道
で
も
前
進

を
」
。
共
催
団
体
の
殷
会
長

は「
ま
ず
、
事
実
を
認
定
し
、

み
ん
な
で
共
有
す
る
こ
と
か

ら
始
め
よ
う
」
と
趣
旨
を
説

明
し
た
。
民
団
中
央
本
部
か

ら
は
呂
健
二
団
長
が
開
会
辞

に
立
ち
、
人
権
と
生
活
権
問

題
を
中
心
と
し
た
民
団
の
こ

れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
振
り

返
っ
た
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
３
人
の
発

表
が
あ
っ
た
。

平
形
千
惠
子
さ
ん
（
千
葉

県
に
お
け
る
関
東
大
震
災
と

朝
鮮
人
犠
牲
者
追
悼
・
調
査

実
行
委
員
会
）
が
真
っ
先
に

取
り
上
げ
た
の
は
、
大
地
震

で
通
信
が
途
絶
え
た
中
、
内

務
省
警
保
局
長
の
名
前
で
戒

厳
令
と
流
言
蜚
語
を
船
橋
か

ら
全
国
の
地
方
長
官
に
伝
え

た
海
軍
東
京
無
線
電
信
所
船

橋
送
信
所
の
存
在
だ
。

習
志
野
収
容
所
で
は
軍
隊

が
「
く
れ
る
か
ら
取
り
に
来

い
」
と
あ
え
て
民
衆
に
殺
さ

せ
る
た
め
に
払
い
下
げ
た
。

軍
隊
が
負
う
べ
き
責
任
を
民

衆
に
転
嫁
し
た
の
だ
。
こ
こ

で
も
国
家
の
関
与
が
問
わ
れ

て
い
る
と
い
う
。

そ
の
上
で
、
平
形
さ
ん
は

「
（
朝
鮮
人
虐
殺
が
）
な
か

っ
た
と
い
う
こ
と
に
し
た
い

の
だ
ろ
う
が
、
ど
う
し
て
な

か
っ
た
と
い
え
る
の
か
」
と

歴
史
修
正
主
義
へ
の
批
判
も

加
え
た
。

関
原
正
裕
さ
ん
（
日
朝
協

会
埼
玉
県
連
合
会
会
長
）
は

「
東
京
に
於
い
て
不
逞
鮮
人

の
盲
動
こ
れ
あ
り
」
と
し
て

「
警
戒
」
と
「
方
策
」
を
呼

び
か
け
た
埼
玉
県
内
務
部
長

が
発
し
た
「
移
牒
」
が
自
警

団
や
民
衆
に
よ
る
虐
殺
に
つ

な
が
っ
た
と
報
告
。
「
朝
鮮

人
を
殺
害
し
た
日
本
人
民
衆

の
責
任
は
重
い
が
、『
移
牒
』

が
地
域
に
届
い
た
タ
イ
ミ
ン

グ
と
内
容
を
検
討
す
る
限

り
、
（
移
牒
を
作
っ
た
）
国

家
の
責
任
は
そ
れ
以
上
に
重

大
」
と
述
べ
た
。

東
京
を
舞
台
と
し
た
記
録

映
画
「
隠
さ
れ
た
爪
跡
」（
８３

年
）
と
同
じ
く
習
志
野
収
容

所
を
テ
ー
マ
と
し
た
「
払
い

下
げ
ら
れ
た
朝
鮮
人
」
（
８６

年
）
を
制
作
し
た
映
画
監
督

の
呉
充
功
監
督
は
、
犠
牲
者

の
遺
族
を
韓
国
各
地
に
訪
ね

歩
い
た
新
作
に
取
り
組
ん
で

い
る
状
況
に
つ
い
て
語
っ

た
。３

人
の
発
表
が
終
わ
る
と

会
場
と
の
質
疑
応
答
が
続
い

た
。
最
後
に
大
震
災
犠
牲
者

の
冥
福
を
祈
り
参
加
者
全
員

が
黙
と
う
を
さ
さ
げ
た
。

韓
国
中
央
会
館
で
開
催
さ
れ
た
人
権
セ
ミ
ナ
ー

日韓協創立４５周年記念講演会であいさつする
河村建夫会長

民団オリジナルのジャンパー姿で家庭訪問
する活動者

【
奈
良
】
民
団
奈
良
本
部

（
李
勲
団
長
）
は
１１
月
２９
日

ま
で
の
３
日
間
、
「
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
作
ろ
う
！
奈
良
県

本
部
家
庭
訪
問
活
動
」
を
実

施
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

で
昨
年
か
ら
今
年
１０
月
ま
で

は
行
事
の
中
止
ま
た
は
延
期

と
な
り
、
団
員
と
の
接
点
が

減
少
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま

え
て
、
今
回
の
集
中
活
動
に

踏
み
切
っ
た
。
団
員
と
同
胞

た
ち
の
把
握
を
図
り
、
慰
労

と
激
励
も
兼
ね
て
団
員
と
顔

を
合
わ
せ
る
こ
と
を
目
的

に
、
２７
日
は
奈
良
支
部
、
２８

日
は
生
駒
、
郡
山
、
桜
井
の

各
支
部
、
２９
日
は
北
葛
支
部

を
訪
問
し
た
。

中
央
本
部
か
ら
李
清
鍵
組

織
局
長
を
は
じ
め
、
専
従
者

４
人
の
ほ
か
、
地
元
婦
人
会

常
任
顧
問
の
劉
代
永
婦
人
会

中
央
会
長
も
加
勢
し
、
総
勢

２１
人
で
団
員
宅
を
訪
問
し

た
。活

動
者
は
民
団
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
ジ
ャ
ン
パ
ー
を
着
て
一

組
３
～
４
人
で
４
チ
ー
ム
に

分
か
れ
て
訪
問
活
動
を
続
け

た
。
各
家
庭
に
は
マ
ス
ク
、

民
団
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
エ
コ
バ

ッ
グ
、
消
毒
液
、
文
具
の
ほ

か
、
来
年
２
月
に
実
施
す
る

第
２０
代
大
統
領
選
挙
・
在
外

投
票
の
広
報
資
料
な
ど
を
配

布
し
た
。

３
日
間
に
わ
た
り
１
３
９

世
帯
を
訪
問
し
、
８５
世
帯
と

面
談
が
実
現
し
た
。

団
員
と
の
接
点
を
拡
大
す

る
た
め
、
�１
団
員
情
報
の
更

新
�２
分
家
し
た
子
弟
の
居
住

地
把
握
�３
災
害
時
の
緊
急
連

絡
先
と
な
る
携
帯
番
号
の
把

握
�４
民
団
へ
の
要
望
や
意
見

の
聴
取
―
な
ど
が
大
き
な
目

的
だ
っ
た
。

同
本
部
管
下
に
は
５
０
０

世
帯
あ
ま
り
が
住
む
が
、
そ

の
多
く
は
高
齢
家
庭
。
こ
こ

数
年
、
家
庭
訪
問
活
動
を
展

開
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、

民
団
と
疎
遠
に
な
っ
た
同
胞

も
少
な
く
な
か
っ
た
。

久
方
ぶ
り
の
対
面
も
多

く
、
「
民
団
へ
の
協
力
と
、

訪
問
は
い
つ
で
も
歓
迎
す

る
」
と
好
反
応
を
見
せ
る
団

員
も
し
た
。

３
日
間
と
も
に
活
動
を
展

開
し
た
劉
代
永
会
長
は
「
十

数
年
ぶ
り
に
再
会
し
た
家
庭

で
は
大
歓
迎
さ
れ
た
。
家
庭

訪
問
は
焦
ら
ず
に
細
く
長
く

続
け
て
い
く
こ
と
が
大
事
」

と
述
べ
て
い
た
。

夫
哲
教
監
察
委
員
長
も

「
ネ
ッ
ト
が
主
流
の
時
代
だ

が
、
人
と
人
と
の
関
係
は
、

や
は
り
直
接
会
っ
て
話
す
る

事
が
一
番
大
事
な
事
だ
と
痛

感
し
た
」
と
団
員
と
の
対
面

の
大
切
さ
を
述
べ
て
い
た
。

浅川兄弟の漫画が副教材に
日本統治下の韓半島で白磁や膳などに工芸品

としての美しさを見出し、荒廃した山林の緑化
に尽力した浅川伯教・巧兄弟の生涯と業績を描
いた学習漫画が完成した。北杜市内の公立小学
校で副読本としても活用される。 （３面）

１日１語韓国語を学べるカレンダー
青年会中央本部は

１日１語、１年で３６５
語の韓国語を覚えら
れる「ハングル月暦」
２０２２年版を制作・販
売開始した。（４面）

第
２
４
４
期
在
日
同
胞
リ

ー
ダ
ー
育
成
ス
ク
ー
ル
（
組

織
学
院
）
神
奈
川
教
室
が
４

日
、
同
本
部
会
館
で
開
か
れ

た
。
同
地
方
本
部
に
所
属
す

る
民
団
と
婦
人
会
、
韓
商
の

幹
部
３２
人
が
修
了
し
、
年
内

の
同
学
院
を
締
め
く
く
っ

た
。同

学
院
は
本
来
、
１
泊
２

日
の
日
程
で
行
わ
れ
て
い
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
防
止
対
策
と
し
て
、
今

年
に
限
っ
て
１
日
限
り
の
開

催
と
い
う
特
別
措
置
が
と
ら

れ
た
。

Ｑ

私
は
在
日
韓
国
人
の
父
と

母
の
間
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

韓
国
の
戸
籍
（
除
籍
謄
本
）

に
実
母
と
異
な
る
韓
国
人
の

女
性
（
Ａ
）
が
母
と
し
て
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
。
事
情
を

調
べ
る
と
、
父
は
母
と
は
婚

姻
届
を
出
し
て
お
ら
ず
、
私

が
父
と
実
母
と
間
に
生
ま
れ

た
後
、
父
が
Ａ
さ
ん
と
婚
姻

届
を
出
し
、
Ａ
さ
ん
と
の
子

と
し
て
私
の
出
生
届
を
し
た

よ
う
で
す
。

父
も
実
母
も
、
Ａ
さ
ん
も

す
で
に
１０
年
前
に
死
亡
し
て

い
ま
す
。韓
国
の
戸
籍（
家
族

関
係
登
録
簿
）
の
記
載
を
訂

正
す
る
に
は
、
裁
判
所
で
親

子
関
係
存
否
確
認
の
訴
え
を

提
起
し
て
判
決
を
も
ら
う
必

要
が
あ
る
と
聞
き
ま
し
た
。

こ
の
訴
え
を
提
起
す
る
に

は
、
出
訴
期
間
の
制
限
が
あ

る
と
の
こ
と
で
す
が
、
私
の

場
合
、
出
訴
期
間
の
制
限
に

か
か
っ
て
、
訴
え
が
提
起
で

き
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

（
前
号
か
ら
続
く
）

Ａ

◆
あ
な
た
以
外
に
原
告
と
な

れ
る
の
は
？

こ
の
よ
う
に
、
あ
な
た
が

原
告
と
な
っ
た
場
合
、
出
訴

期
間
の
制
限
に
か
か
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
あ

な
た
に
代
わ
っ
て
、
他
の
者

が
原
告
と
な
っ
て
訴
え
を
提

起
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
で

し
ょ
う
か
。
例
え
ば
、
あ
な

た
の
子
ど
も
（
実
母
か
ら
見

れ
ば
孫
）が
原
告
と
な
っ
て
、

あ
な
た
と
実
母
の
間
の
親
子

関
係
の
存
在
を
確
認
す
る
訴

え
を
提
起
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
で
し
ょ
う
か
。

結
論
か
ら
申
し
上
げ
る

と
、
そ
の
よ
う
な
訴
え
を
提

起
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。

あ
な
た
の
子
ど
も
が
、
あ
な

た
を
被
告
と
し
て
、
あ
な
た

と
実
母
の
間
の
親
子
関
係
の

存
在
を
確
認
す
る
訴
え
を
提

起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

あ
な
た
が
被
告
に
な
る
の
は

よ
い
と
し
て
、
死
亡
し
た
実

母
の
代
わ
り
に
検
事
も
被
告

に
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
思
う
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
韓
国
の
大

法
院
の
判
例
で
は
、
確
認
す

る
親
子
関
係
の

当
事

者

で

あ

る
、
あ
な
た
と

実
母
の
う
ち
、

い
ず
れ
か
一
方

が
生
き
て
い
る

場
合
は
、
生
き

て
い
る
人
の
み

を
被
告
に
す
れ

ば
足
り
る
、
と

さ
れ

て

い

ま

す
。
Ｑ
の
ケ
ー

ス
で
は
、
あ
な

た
の
子
ど
も
が

原
告

と

な

っ

て
、
あ
な
た
の

み
を
被
告
と
す

る
訴
え
を
提
起

す
れ
ば
よ
い
わ

け
で
す
。
そ
し

て
、
被
告
と
な

る
べ
き
人
が
ひ
と
り
で
も
生

き
て
い
る
場
合
は
、
２
年
の

出
訴
期
間
の
制
限
に
服
し
ま

せ
ん
。あ
な
た
の
子
ど
も
が
、

あ
な
た
の
実
母
が
死
亡
し
た

こ
と
を
知
っ
て
い
る
か
否

か
、
ま
た
知
っ
て
か
ら
２
年

以
上
が
経
過
し
て
い
る
か
否

か
に
か
か
わ
ら
ず
、
あ
な
た

の
子
ど
も
は
訴
え
を
提
起
す

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

も
っ
と
も
、
あ
な
た
の
子

ど
も
が
、
あ
な
た
と
実
母
の

間
の
親
子
関
係
の
存
在
を
確

認
す
る
判
決
を
も
ら
う
こ
と

で
、
現
在
の
紛
争
の
解
決
に

つ
な
が
る
か
に
つ
い
て
は
慎

重
に
検
討
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

◆
兄
弟
姉
妹
は
原
告
に
な
れ

る
か
？

上
記
の
例
で
、
原
告
と
な

れ
る
の
は
、
あ
な
た
の
子
ど

も
だ
け
で
し
ょ
う
か
。
た
と

え
ば
、
あ
な
た
の
兄
弟
姉
妹

が
原
告
と
な
る
こ
と
は
で
き

な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

韓
国
の
大
法
院
は
、従
前
、

韓
国
民
法
８
６
５
条
の
訴
え

は
、
韓
国
民
法
７
７
７
条
で

い
う
「
親
族
」
に
該
当
す
る

者
で
あ
れ
ば
、
誰
で
も
提
起

で
き
る
、
と
判
示
し
て
い
ま

し
た
。
韓
国
民
法
７
７
７
条

で
い
う
「
親
族
」
と
は
、
�１

８
親
等
内
の
血
族
�２
４
親
等

以
内
の
姻
族
�３
配
偶
者
―
の

こ
と
を
い
い
ま
す
。

し
か
し
、
近
時
、
上
記
大

法
院
判
例
の
変
更
が
あ
り
ま

し
た
。
大
法
院
２
０
２
０
年

６
月
１８
日
宣
告
の
判
決
（
２

０
１
５
ム
８
３
５
１
）
は
、

韓
国
民
法
８
６
５
条
の
訴
え

を
提
起
で
き
る
者
の
範
囲

を
、
以
下
の
者
に
限
定
す
る

判
断
を
示
し
ま
し
た
。

そ
の
内
容
は
�１
親
子
関
係

の
当
事
者
で
あ
る
父
、
母
、

子
�２
子
の
直
系
卑
属
と
そ
の

法
定
代
理
人
�３
夫
婦
の
一
方

が
自
身
又
は
他
方
と
子
と
の

間
の
親
子
関
係
存
否
確
認
を

す
る
場
合
を
前
提
に
▼
夫
婦

の
一
方
に
成
年
後
見
人
が
い

る
場
合
、
成
年
後
見
人
▼
夫

婦
の
一
方
が
遺
言
で
親
子
関

係
を
否
定
す
る
意
思
を
表
示

し
て
い
る
場
合
、
遺
言
執
行

者
▼
夫
が
子
の
出
生
前
に
死

亡
し
た
場
合
、
夫
の
直
系
尊

属
又
は
直
系
卑
属
▼
夫
婦
の

一
方
が
嫡
出
否
認
の
提
訴
期

間
（
２
年
）
内
に
死
亡
し
た

場
合
、
夫
婦
の
一
方
の
直
系

尊
属
又
は
直
系
卑
属
�４
他
人

間
の
親
子
関
係
の
存
否
に
つ

い
て
の
判
決
確
定
に
よ
っ
て

権
利
を
得
又
は
義
務
を
免
れ

る
等
の
法
律
上
の
利
害
関
係

が
あ
る
第
三
者
―
で
す
。

２
０
２
０
年
大
法
院
判
決

を
前
提
と
す
れ
ば
、
兄
弟
姉

妹
で
あ
る
こ
と
だ
け
で
原
告

と
な
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。あ
な
た
の
兄
弟
姉
妹
が
、

上
記
�４
の
い
う
法
律
上
の
利

害
関
係
を
有
す
る
こ
と
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

組織学院神奈川教室の受講者たち

在
日
３
世
で
東
京
五
輪
柔

道
男
子
７３
キ
ロ
級
銅
メ
ダ
リ

ス
ト
の
安
昌
林
（
２７
）
が
代

表
チ
ー
ム
か
ら
引
退
す
る
こ

と
を
決
め
た
と
い
う
。

所
属
チ
ー
ム
で
あ
る
Ｋ
Ｈ

フ
ィ
ラ
ッ
ク
ス
の
関
係
者
は

「
安
昌
林
が
最
近
、
代
表
チ

ー
ム
で
の
活
動
を
終
え
、
指

導
者
と
し
て
の
道
を
歩
む
と

い
う
意
向
を
明
ら
か
に
し

た
」
と
語
っ
た
。

安
は
初
の
五
輪
だ
っ
た
２

０
１
６
年
リ
オ
大
会
は
３
回

戦
で
敗
退
し
た
が
、
２
０
１

８
年
の
世
界
選
手
権
大
会
で

王
者
に
輝
き
、
今
年
の
東
京

五
輪
で
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し

た
。
事
実
上
の
兵
役
免
除
と

な
り
、
４
週
間
の
基
礎
軍
事

訓
練
を
受
け
る
間
に
引
退
を

決
意
し
た
と
い
う
。

来
年
の
ア
ジ
ア
大
会
と
３

年
後
の
パ
リ
五
輪
を
控
え
、

金
メ
ダ
ル
に
近
い
だ
け
に
、

早
す
ぎ
る
引
退
の
話
題
に
残

念
な
声
が
出
て
い
る
。

所
属
チ
ー
ム
で
も
何
度
も

彼
を
引
き
留
め
た
が
五
輪
に

３
度
目
の
挑
戦
を
す
る
か
ど

う
か
を
悩
ん
だ
末
、
『
も
っ

と
若
く
て
情
熱
が
あ
る
時
に

指
導
者
の
道
を
進
み
た
い
』

と
決
意
し
た
と
い
う
。

大
阪
弁
護
士
会
所
属

弁
護
士

韓
雅
之

虐虐殺殺のの国国家家責責任任をを検検証証

犠犠
牲牲
者者
悼悼
みみ
人人
権権
セセ
ミミ
ナナ
�

�
流
言
�な
ど
へ
関
与
問
う

在 日 同 胞 法 律 相 談

Ｑ＆Ａ �３３�

原告になれるのは誰か

奈
良
本
部
が
集
中
活
動

家
庭
訪
問

団
員
と
の
接
点
復
活

安
昌
林
が
代
表
引
退

東
京
五
輪

柔
道
銅
メ
ダ
リ
ス
ト

神奈川教室で３２人が修了

組織学院、今年の締めくくり

�
両
国
の
対
話
が
大
切
�

日日
韓韓
協協
がが
４４５５
周周
年年
記記
念念
講講
演演
会会

杉
山
元

駐
米
大
使
が
強
調

（毎週水曜日発行）週 刊２０２１年１２月８日（水曜日）民 団 新 聞（１９６５年８月７日第三種郵便物認可第２７号・東鉄局特別扱承認新聞第１１号。定価月額５００円。但し団員は団費に含む）第３００１号（１）
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しあわせなひととき
人が一番喜びを感じるのは、
人のためにしてあげるとき。

愛する子供や家族のために、
恵まれない人々のために、
社会の意義のある目標のために、
わずかでも、支援した人だけが、
感じる幸せな充足感。

社会福祉法人こころの家族は、
意義ある事業を通して , 社会に貢献していきます。
あなたのご支援が必要です。
是非、幸せな思いに包まれてください。

ご支援は、こころの家族本部または各地の故郷の家まで。
各地の故郷の家　TEL.No.　
●堺市南区　　：072-271-0881 ●大阪市生野区：06-6753-6580
●神戸市長田区：078-651-1555 ●長田区東尻池：078-685-3341
●京都市南区　：075-691-4448 ●東京都江東区：03-3644-0555

〒590-0142　大阪府堺市南区檜尾3360-12
TEL：072-271-0881  FAX：072-271-5474

E-mail：kazoku@kokorono.or.jp

A)愛の寄付金：自由な金額　B)賛助会員：月1千円（年1万2千円）
C)留学生支援：月5千円（年６万円）
D)１％会員：（所得、売上、祝儀、遺産、感謝）
E)1坪会員：35万円（堺）、45万円（神戸）、100万円（東京、大阪）
F)建設会員：100万円　G)名誉会員：1千万円　H)功労会員：1億円

社会福祉法人 こころの家族 郵便振替口座 00940-0-329280

※金額は1口分です
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◆世界５番目に長い海底トンネル開通

保寧海底ト

ンネルが１日

に開通した�
写真。保寧海

底トンネルは

海底面から５５

ｍ、海水面から８０ｍ下に上・下行４

車線規模で建設。総工費４８５３億ウォ

ンを投入し、工事期間だけでも１１年

かかった。トンネル延長は６．９�で、

最長記録だった仁川北航海底トンネ

ルより１．５�ほど長く、世界で５番

目に長い。世界最長は日本の東京湾

アクアライン（９．５�）。

◆全北現代、Ｋリーグ初の５連覇

全北現代は５

日、韓国プロサ

ッカー「Ｋリー

グ１」最終節で

済州を２―０で

破り、勝ち点７６

（２２勝６敗１０引き分け）として蔚山

現代（勝ち点７４、２１勝６敗１１引き分

け）を抑え優勝した�写真。これで

リーグ５連覇だ。昨年、史上初の４

連覇を達成したが、自ら記録を塗り

替えた。リーグ通算最多優勝回数も

９回に更新した。全北は蔚山と３年

連続でリーグ最終戦まで優勝争いを

繰り広げた。

◆７人制ラグビー１７年ぶりＷ杯出場

ラグビーワ

ールドカップ

・セブンズ２０

２２のアジア予

選を兼ねたア

ジアセブンズ

シリーズ２０２１ドバイ大会で韓国男子

は準決勝で日本に勝利し、上位２チ

ームに与えられる出場権を獲得した

�写真。韓国は１７年ぶりにラグビー

７人制Ｗ杯に出場することになっ

た。

◆ＢＴＳのロス公演２１万人以上動員

人気グループ、ＢＴＳ（防弾少年

団）が米ロサンゼルスで開催した４

回のコンサートで２１万人以上を動員

した。会場となったＳｏＦｉスタジ

アムは最終日も世界から駆け付けた

ファンでにぎわった。英ロックバン

ドのコールドプレイもゲストとして

登場し、ＢＴＳとのコラボレーショ

ン曲を歌い、会場を盛り上げた。

◆２０２４年の世界卓球は釜山で

卓球の世界選手権が２０２４年５月２４

日から６月２日まで、釜山のＢＥＸ

ＣＯで開催されることになった。国

際卓球連盟（ＩＴＴＦ）の年次総会

で確定した。韓国での世界選手権は

初めて。同大会には約１００の国と地

域の２０００人あまりの選手が参加す

る。世界選手権は、奇数年は男女の

シングルスとダブルス、混合ダブル

スが行われ、偶数年には国別対抗の

団体戦が行われるため、釜山大会は

団体戦を開催する。

◆女子ゴルフツアー華やかな授賞式

韓国女子

プロゴルフ

協会（ＫＬ

ＰＧＡ）は

１１月３０日、

ソウル江南

区のホテルで「２０２１ＫＬＰＧＡ大賞」

授賞式を開催した�写真。１９９９年か

ら開催が始まった本授賞式は、毎年、

韓国女子プロゴルフ界を華やかに彩

った選手と関係者が一堂に会し、シ

ーズンを締めくくるイベント。コロ

ナ禍のため最少人数で行われたが、

今年はゴルフファン２００人をオンラ

インで招待した。

記
念
写
真
展
も

記
念
行
事
は
韓
国
人
の
日

本
留
学
の
歴
史
を
振
り
返
り

な
が
ら
そ
の
現
状
と
実
態
を

分
析
し
、
韓
日
両
国
共
存
の

主
軸
と
し
て
の
役
割
を
探
る

の
が
目
的
。
テ
ー
マ
は
「
共

存
と
開
拓
、
そ
し
て
共
に
未

来
へ
」
と
し
た
。
は
じ
め
に

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
あ
り
、
韓

日
の
有
識
者
３
人
と
学
生
代

表
４
人
が
報
告
に
立
っ
た
。

座
長
は
留
学
生
と
し
て
来
日

し
た
国
士
舘
大
学
の
申
景
浩

教
授
が
務
め
た
。

報
告
に
よ
れ
ば
１
８
８
１

年
当
時
、
日
本
留
学
の
目
的

は
国
情
視
察
だ
っ
た
。
１
８

８
１
年
に
国
費
で
来
日
し
た

尹
致
昊
は
大
蔵
省
を
中
心
に

視
察
し
、
随
行
員
の
柳
定
秀

と
兪
吉
濬
を
福
沢
諭
吉
に
預

け
た
。
こ
れ
が
日
本
初
の
外

国
人
留
学
生
と
な
っ
た
。
日

本
は
清
国
や
西
欧
諸
国
か
ら

の
脅
威
に
対
抗
す
る
た
め
に

隣
国
の
文
明
開
化
が
必
要
と

考
え
て
お
り
、
双
方
の
利
害

が
一
致
し
た
と
さ
れ
る
。

留
学
生
出
身
の
代
表
的
起

業
家
と
し
て
知
ら
れ
る
の
は

サ
ム
ス
ン
創
業
者
の
李
秉
煕

と
４８
年
に
ロ
ッ
テ
を
設
立
し

た
辛
格
浩
の
両
氏
だ
。０１
年
、

Ｊ
Ｒ
新
大
久
保
駅
で
の
人
命

救
助
で
犠
牲
と
な
っ
た
李
秀

賢
氏
は
韓
日
関
係
が
悪
化
し

て
い
る
な
か
、
大
き
な
感
動

を
与
え
た
。

韓
国
人
留
学
生
連
合
会
が

実
施
し
た
最
近
の
内
部
ア
ン

ケ
ー
ト
を
見
る
と
、
日
本
文

化
や
日
本
語
に
興
味
が
あ
る

こ
と
か
ら
留
学
に
つ
な
が

り
、
卒
業
後
も
母
国
語
と
日

本
語
能
力
を
活
か
し
て
日
本

で
就
職
を
志
す
学
生
が
目
立

っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
厚
労
省
の
発
表
し
た
外

国
人
雇
用
状
況
を
見
る
と
１７

年
１０
月
末
時
点
で
の
韓
国
人

労
働
者
の
数
は
お
よ
そ
５
万

６
０
０
０
人
と
前
年
比
１０
％

以
上
の
伸
び
。
日
本
留
学
に

限
ら
ず
、
韓
国
国
内
の
大
学

を
卒
業
し
て
日
本
で
就
職
す

る
動
き
も
増
え
て
き
た
。

在
日
韓
国
留
学
生
連
合
会

で
は
、
こ
れ
か
ら
も
留
学
生

が
日
本
で
生
活
し
て
い
く
の

に
苦
労
し
な
い
サ
ポ
ー
ト
に

努
め
て
い
く
と
し
て
い
る
。

同
時
に
「
日
本
学
生
未
来
会

議
」
（
Ｊ
Ｋ
Ｓ
Ｆ
Ｆ
）
の
よ

う
な
団
体
な
ど
と
の
韓
日
文

化
交
流
事
業
も
推
奨
し
て
お

り
、
こ
の
こ
と
が
良
好
な
韓

日
関
係
を
維
持
し
て
い
く
の

に
役
立
つ
と
話
し
て
い
る
。

会
場
で
は
記
念
写
真
展
も

同
時
開
催
さ
れ
た
。

韓
国
人
の
日
本
留
学
は
１
８
８
１
年
、
日
本
へ
の
調

査
視
察
団
に
随
伴
員
と
し
て
参
加
し
た
兪
吉
濬
と
柳
定

秀
が
帰
国
せ
ず
日
本
に
と
ど
ま
り
、
福
沢
諭
吉
の
経
営

し
て
い
た
慶
応
義
塾
に
入
学
し
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ

る
。
今
年
で
１
４
０
周
年
の
節
目
を
迎
え
、
社
団
法
人

２
・
８
会
（
洪
来
輪
会
長
）
と
在
日
韓
国
留
学
生
連
合

会
（
尹
竣
泳
会
長
）
が
１１
月
２７
日
、
東
京
・
新
宿
区
の

韓
国
文
化
院
で
記
念
行
事
を
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
し
た
。

【
広
島
】
「
高
円
宮
杯
第
７３
回
全
日
本
中
学
校
英
語
弁

論
大
会
」
（
読
売
新
聞
社
、
日
本
学
生
協
会
基
金
主
催
）

に
出
場
し
た
在
日
韓
国
人
４
世
の
鄭
世
希
さ
ん
（
広
島
女

学
院
中
３
年
）
が
審
査
の
結
果
、
１
位
に
選
ば
れ
た
。
同

大
会
は
中
学
生
向
け
と
し
て
は
日
本
国
内
で
最
高
レ
ベ
ル

と
さ
れ
る
。

鄭
さ
ん
の
演
題
は
「
Ｓ
ａ
ｙ

Ｍ
ｙ

Ｎ
ａ
ｍ
ｅ
」
。
現
在

も
民
族
差
別
を
助
長
す
る
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
が
社
会
問
題

化
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
。「
韓
日
が
お
互
い
違
う
文
化
を

認
め
合
う
こ
と
か
ら
差
別
を
な
く
そ
う
」と
呼
び
か
け
た
。

審
査
は
全
国
の
代
表
５７
人
を
対
象
に
１１
月
２５
、
２６
の
両

日
、
東
京
で
ビ
デ
オ
審
査
が
行
わ
れ
た
。
鄭
さ
ん
は
予
選
、

決
勝
大
会
を
勝
ち
抜
き
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
テ
ー

マ
と
し
た
「
ワ
ー
ル
ド
フ
ァ
ミ
リ
ー
賞
」
も
同
時
受
賞
し

た
。
受
賞
が
決
ま
っ
た
瞬
間
、
鄭
さ
ん
は
「
信
じ
ら
れ
な

い
」
と
い
っ
た
表
情
で
喜
び
を
か
み
し
め
て
い
た
。

大
会
事
務
局
に
よ
れ
ば
審
査
基
準
は
「
内
容
」、「
英
語

力
」、「
表
現
」
の
３
つ
。
特
に
「
内
容
」
を
重
視
し
て
い

る
と
い
う
。
鄭
さ
ん
自
ら
「
広
島
フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス
テ
イ

バ
ル
」
に
出
演
し
、
能
動
的
に
差
別
解
消
を
訴
え
て
き
た

き
た
こ
と
も
評
価
さ
れ
た
よ
う
だ
。

父
は
在
日
韓
国
人
３
世
。母
の
金
淑
英
さ
ん
は
１
世
で
、

民
団
広
島
本
部
「
土
曜
オ
リ
ニ
学
校
」
の
講
師
を
務
め
て

い
る
。
鄭
さ
ん
も
小
学
校
３
年
か
ら
同
校
に
通
い
、
今
年

６
月
に
は
全
国
韓
国
語
ス
ピ
ー
チ
大
会
で
入
賞
し
た
。

鄭世希さん

韓
国
語
弁
論
大
会

国
籍
問
わ
ず
１１
人

札
幌
韓
国
教
育
院

【
北
海
道
】
札
幌
韓
国
教

育
院
（
金
明
蓮
院
長
）
主
催

の
第
２３
回
北
海
道
韓
国
語
弁

論
大
会
が
１１
月
６
日
、
札
幌

市
中
央
区
の
北
海
道
立
近
代

美
術
館
講
堂
で
あ
っ
た
。

道
内
か
ら
国
籍
を
問
わ
ず

学
生
か
ら
一
般
ま
で
１１
人
が

出
場
し
、
韓
国
・
韓
国
文
化

に
関
わ
り
の
あ
る
内
容
で
弁

論
を
披
露
し
た
。
発
音
、
表

現
力
、
原
稿
内
容
な
ど
を
も

と
に
審
査
し
た
結
果
、
大
賞

に
は
李
愉
拿
さ
ん
（
市
立
札

幌
清
田
高
等
学
校
２
年
）
が

選
ば
れ
た
。

金
院
長
は
「
本
大
会
を
通

じ
て
韓
国
と
日
本
の
関
係
が

さ
ら
に
発
展
し
、
両
国
民
間

の
友
好
親
善
も
一
層
深
ま
る

こ
と
を
祈
念
し
て
い
る
」
と

あ
い
さ
つ
し
た
。
大
会
は
コ

ロ
ナ
対
策
の
た
め
無
観
客
で

行
わ
れ
た
。

「
趣
味
」テ
ー
マ
に

作
文
コ
ン
テ
ス
ト

神
戸
韓
国
教
育
院

【
兵
庫
】
韓
国
語
作
文
コ

ン
テ
ス
ト
「
ペ
ギ
ル
ジ
ャ
ン

（
白
日
場
）」
が
１１
月
６
日
、

神
戸
市
の
兵
庫
韓
国
文
化
教

育
院
で
あ
っ
た
。
主
催
は
神

戸
韓
国
教
育
院
（
魯
解
斗
院

長
）。

「
白
日
場
」
は
朝
鮮
時
代

に
全
国
各
地
か
ら
儒
生
が
王

宮
の
庭
に
集
ま
り
、
競
い
合

っ
た
詩
文
コ
ン
テ
ス
ト
に
由

来
す
る
。作
文
テ
ー
マ
は「
趣

味
」
。
関
西
学
院
大
学
や
岡

山
大
学
、
姫
路
獨
協
大
学
な

ど
７
大
学
か
ら
国
籍
の
別
な

く
１６
人
が
参
加
し
た
。

魯
院
長
は
「
今
日
は
皆
さ

ん
が
主
人
公
。
韓
国
語
の
実

力
の
レ
ベ
ル
が
高
く
な
る
と

思
う
。
自
分
の
実
力
を
発
揮

し
て
く
だ
さ
い
」
と
エ
ー
ル

を
送
っ
た
。

「
大
賞
」
は
生
田
佳
実
有

さ
ん（
姫
路
獨
協
大
学
）、「
金

賞
」は
日
比
麻
理
乃
さ
ん（
姫

路
獨
協
大
学
）。「
銀
賞
」
２

人
、
「
銅
賞
」
に
は
３
人
が

そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ
た
。

授
賞
式
は
１０
日
、
同
教
育

院
で
行
わ
れ
た
�
写
真
。

韓
国
語
と
日
本
語

学
習
言
語
で
競
う

韓
日
広
島
マ
ダ
ン

【
広
島
】
生
活
言
語
で
は

な
く
学
習
言
語
で
ス
ピ
ー
チ

を
競
う
日
韓
（
韓
日
）
広
島

マ
ダ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
が
１１
月

１３
日
、
広
島
市
留
学
生
会
館

で
あ
っ
た
。
広
島
韓
国
教
育

院
と
民
団
広
島
本
部
、
広
島

県
日
韓
親
善
協
会
の
共
催
。

今
年
で
１６
回
目
を
迎
え
た
。

韓
国
語
部
門
に
は
高
校
生

か
ら
一
般
ま
で
日
本
人
１３

人
、
日
本
語
部
門
に
は
韓
国

か
ら
の
留
学
生
に
一
般
の
社

会
人
も
加
わ
り
７
人
が
出

場
。
無
観
衆
の
な
か
日
ご
ろ

の
学
習
成
果
を
発
揮
し
た
。

広
島
韓
国
教
育
院
の
全
美

貞
院
長
は
「
韓
国
語
講
座
に

参
加
す
る
講
座
生
の
増
加
は

う
れ
し
い
。
留
学
生
に
は
、

日
本
語
ス
ピ
ー
チ
を
経
て
グ

ロ
ー
バ
ル
な
人
材
と
し
て
成

長
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と

あ
い
さ
つ
し
た
。

韓
国
語
部
門
の
大
賞
は
倉

西
桜
子
、
畑
田
菜
摘
、
同
じ

く
日
本
語
部
門
は
朴
鎭
弘
の

各
氏
。

【
岡
山
】
津
山
市
東
一
宮

に
４
０
０
年
以
上
に
わ
た
っ

て
放
置
さ
れ
て
い
た
「
耳
塚

（
耳
地
蔵
）」
で
１１
月
８
日
、

初
の
鎮
魂
供
養
式
が
執
り
行

わ
れ
た
。

こ
の
塚
は
豊
臣
秀
吉
の
朝

鮮
侵
略
（
壬
辰
倭
乱
）
に
加

担
し
た
中
島
孫
左
衛
門
な
る

武
将
が
、
戦
功
の
証
し
と
し

て
持
ち
帰
っ
た
同
胞
の
耳
た

ぶ
を
葬
っ
た
も
の
。子
孫
で
、

津
山
市
議
会
議
員
の
中
島
完

一
さ
ん
が
ひ
っ
そ
り
と
管
理

し
て
き
た
。

そ
の
後
、
市
民
団
体
「
一

宮
の
遺
産
を
見
つ
け
る
会
」

が
２
０
１
８
年
に
由
来
板
を

設
置
し
、
地
域
に
知
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。Ｎ
Ｇ
Ｏ「
京

都
か
ら
世
界
に
平
和
を
広
め

る
会
」
（
京
都
平
和
の
会
、

小
椋
正
恵
会
長
）
は
「
日
韓

の
不
幸
な
歴
史
を
共
有
し
、

真
の
友
好
関
係
の
出
発
点
に

し
た
い
」
と
鎮
魂
供
養
式
に

先
が
け
て
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
で
諸
経
費
を
募

り
、
新
た
に
石
碑
と
献
花
台

も
設
置
し
た
。

こ
の
日
の
式
典
は
少
数
の

関
係
者
の
み
で
行
い
、
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
ラ
イ
ブ
配
信
さ

れ
た
。
民
団
岡
山
本
部
か
ら

は
金
學
事
務
局
長
が
参
列

し
、
献
花
。
来
賓
の
鳩
山
由

紀
夫
元
首
相
が
「
ア
ジ
ア
の

平
和
を
日
本
が
主
導
し
て
い

こ
う
」
と
呼
び
か
け
た
。

「耳地蔵」とその由来板

シンポジウムを進行する申景浩教授（右から３人目）

徴
用
韓
国
人
追
悼

民
団
と
韓
商
参
加

紀
州
鉱
山
碑
前
で

【
三
重
】
第
２
次
大
戦
中

に
紀
州
鉱
山
に
徴
用
さ
れ
、

亡
く
な
っ
た
同
胞
を
追
悼
す

る
集
会
が
１１
月
１４
日
、
熊
野

市
紀
和
町
の
碑
前
で
営
ま
れ

た
。
「
三
重
県
木
本
で
虐
殺

さ
れ
た
朝
鮮
人
労
働
者
（
李

基
充
・
�
相
度
）
の
追
悼
碑

を
建
立
す
る
会
」
と
「
紀
州

鉱
山
の
真
実
を
明
ら
か
に
す

る
会
」
が
主
催
し
た
。

「
紀
州
鉱
山
の
真
実
を
明

ら
か
に
す
る
会
」に
よ
れ
ば
、

１
９
４
２
年
か
ら
解
放
直
前

ま
で
に
石
原
産
業
に
「
徴
用

・
雇
傭
」
さ
れ
た
同
胞
は
延

べ
８
７
５
人
。
そ
の
う
ち
２

８
２
人
は
「
逃
亡
」
し
た
と

さ
れ
る
。
企
業
の
つ
く
っ
た

１
２
６
９
人
の
「
従
業
員
物

故
者

忌
辰
録
」
（
１
９
５

５
年
１０
月
１０
日
現
在
調
）
を

も
と
に
、「
殉
職
」「
戦
没
」

「
一
般
病
没
そ
の
他
」
の
理

由
で
亡
く
な
っ
た
同
胞
は
２５

人
と
推
定
・
断
定
し
た
。

民
団
三
重
本
部
（
殷
慶
基

団
長
）
と
三
重
韓
国
商
工
会

議
所
（
兪
柄
煥
会
長
）
か
ら

３３
人
が
参
加
し
た
。
民
団
か

ら
の
参
加
人
数
は
今
年
が
い

ち
ば
ん
多
く
、
殷
団
長
と
兪

会
長
は
「
こ
う
い
っ
た
追
悼

集
会
が
継
続
で
き
る
よ
う

に
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て

行
き
た
い
」
と
く
ち
を
そ
ろ

え
た
。

渡
来
人
ゆ
か
り
の

高
来
神
社
を
訪
問

民
団
南
武「
ル
ー
ツ
探
訪
」

【
神
奈
川
】
民
団
南
武
支

部
（
金
竜
也
支
団
長
）
は
１１

月
２７
日
、
「
ル
ー
ツ
歴
史
探

訪
２
０
２
１
秋
」
と
題
し
て

大
磯
町
の
高
来
神
社
を
バ
ス

で
訪
問
し
た
。
在
日
同
胞
次

世
代
を
主
な
対
象
と
し
た
研

修
旅
行
の
第
３
弾
企
画
。

高
来
神
社
の
名
称
は
高
句

麗
か
ら
の
渡
来
人
に
由
来
す

る
。
別
名
、
高
麗
神
社
。『
新

編
相
模
風
土
記
』
に
よ
れ
ば

「
高
麗
の
名
は
、
古
く
当
地

辺
り
に
高
麗
人
が
住
し
た
と

こ
ろ
に
ち
な
む
」
。
宮
司
か

ら
直
接
、
由
来
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
た
参
加
者
か
ら
は

「
古
来
大
昔
の
わ
れ
わ
れ
先

祖
か
ら
今
に
続
い
て
い
る
ロ

マ
ン
を
感
じ
る
」
と
感
想
を

語
っ
た
。

高
来
神
社
に
向
か
う
途

中
、
茅
ヶ
崎
市
に
江
戸
時
代

か
ら
伝
わ
る
市
指
定
重
要
文

化
財
の
大
型
民
家
も
見
学
し

た
。延

期
し
て
い
た

成
人
式
を
開
催

民
団
大
阪
本
部

【
大
阪
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

ィ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
た
め

開
催
が
延
び
延
び
と
な
っ
て

い
た
「
２
０
２
１
年
度
在
大

阪
韓
国
人
成
人
式
」
が
１１
月

２８
日
、
大
阪
韓
国
人
会
館
で

あ
っ
た
。
新
成
人
７０
人
が
参

加
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
民
団

大
阪
本
部
の
李
元
徹
団
長
が

「
延
期
し
て
い
た
成
人
式
を

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
、
大

変
う
れ
し
く
思
う
。
自
身
の

夢
、
目
標
の
達
成
に
向
か
っ

て
失
敗
を
恐
れ
る
こ
と
な
く

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
自
分
の
ル

ー
ツ
が
韓
国
に
あ
る
と
い
う

こ
と
を
大
切
に
し
て
く
だ
さ

い
」
と
祝
福
し
た
。

新
成
人
を
代
表
、
学
生
会

大
阪
本
部
会
長
の
金
千
穂
さ

ん
（
大
阪
国
際
大
学
３
年
）

が
「
い
ま
ま
で
育
て
て
も
ら

っ
た
両
親
へ
の
感
謝
の
気
持

ち
と
韓
国
人
と
し
て
誇
り
を

も
ち
、
韓
国
と
日
本
の
懸
け

橋
に
な
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
社

会
人
を
め
ざ
し
て
い
く
」
と

答
辞
を
述
べ
た
。
式
典
を
終

え
る
と
大
抽
選
会
と
新
成
人

交
流
会
に
移
っ
た
。

同
本
部
役
員
や
青
年
会
関

係
者
の
ほ
か
、
婦
人
会
大
阪

本
部
の
朴
米
子
会
長
、
駐
大

阪
韓
国
総
領
事
館
の
任
京
勳

領
事
ら
も
参
席
し
た
。

ダ
ン
ス
フ
ェ
ス
タ

民
団
三
重
初
開
催

【
三
重
】
民
団
三
重
本
部

（
殷
慶
基
団
長
）
は
１１
月
２８

日
、
津
市
内
の
ホ
ー
ル
で
三

重
Ｋ
―
Ｐ
Ｏ
Ｐ
ダ
ン
ス
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
「
Ｋ
ｏ
ｎ
ｎ
ｅ

ｃ
ｔ
」
を
初
開
催
し
た
�
写

真
。

出
演
者
の
年
齢
層
は
４
歳

か
ら
５９
歳
ま
で
と
幅
広
く
、

男
女
１
７
０
人
が
２１
チ
ー
ム

に
分
か
れ
て
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
競
っ
た
。
舞
台
で
は
リ

ズ
ム
に
乗
っ
た
若
さ
あ
ふ
れ

る
ダ
ン
ス
に
ま
じ
っ
て
子
ど

も
た
ち
の
愛
く
る
し
い
演
技

も
あ
り
、
５
０
０
人
の
観
客

を
楽
し
ま
せ
た
。

殷
団
長
は
「
最
近
流
行
っ

て
い
る
Ｋ
―
Ｐ
Ｏ
Ｐ
を
通
じ

て
盛
大
な
行
事
を
行
う
こ
と

が
で
き
た
こ
と
を
う
れ
し
く

思
う
。
来
年
も
再
来
年
も
開

催
で
き
る
よ
う
に
す
る
」
と

約
束
し
た
。

「
Ｋ
ｏ
ｎ
ｎ
ｅ
ｃ
ｔ
」
は

「
Ｃ
ｏ
ｎ
ｎ
ｅ
ｃ
ｔ
（
つ
な

が
る
）」
の
造
語
。「
Ｃ
」
を

「
Ｋ
」
に
か
え
、
「
Ｋ
―
Ｐ

Ｏ
Ｐ
で
つ
な
が
っ
て
い
こ

う
」
と
い
う
意
味
を
込
め
た

と
い
う
。

答辞を述べる学生会の金千穂さん

婦
人
会
兵
庫
が

１
年
の
活
動
回
顧

大
阪
、奈
良
、東
京
か
ら
も

【
兵
庫
】
婦
人
会
兵
庫
本

部
（
崔
和
代
会
長
）
は
１１
月

１６
日
、
神
戸
市
内
で
今
年
１

年
の
活
動
を
振
り
返
っ
た
。

大
阪
、
奈
良
、
東
京
か
ら
も

会
長
ら
が
参
席
し
、
１
２
５

人
を
数
え
た
。

崔
会
長
は
「
２
年
来
の
コ

ロ
ナ
の
影
響
で
ま
と
も
な
活

動
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
今

日
皆
さ
ん
に
会
え
て
う
れ
し

い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
。
和

の
心
、
絆
を
も
っ
て
こ
れ
か

ら
も
心
を
一
つ
に
し
て
が
ん

ば
り
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し

た
。婦

人
会
中
央
本
部
の
劉
代

永
会
長
は
「
支
部
か
ら
、
ま

た
地
方
本
部
か
ら
も
皆
さ
ん

の
意
見
を
中
央
に
お
寄
せ
く

だ
さ
い
」
と
呼
び
か
け
た
。

民
団
兵
庫
本
部
の
金
泰
煥

団
長
、
駐
神
戸
総
領
事
館
の

朴
起
準
総
領
事
ら
も
参
加
し

た
。訂

正

１１
月
１０
日
付
け
１

面
、
第
１５
回
「
世
界
韓
人
の

日
」
国
家
有
功
同
胞
褒
賞
伝

授
式
記
事
中
、
大
統
領
表
彰

者
の
名
前
は
姜
貞
子
（
婦
人

会
京
都
本
部
顧
問
）
氏
の
誤

り
で
し
た
。

ＳＢＪ銀行調べ
（１２月７日現在）

１万円

１０，８６８
ウォン

９９，３２０
ウォン

両替時

ウォン⇒円

円⇒ウォン

１万円

１０５，５５９
ウォン

１０２，４４０
ウォン

送金時

韓国⇒日本

日本⇒韓国

韓日共存の主役
歴史と役割探る
「２・８会」と在日韓国留学生連

負
の
歴
史
超
え
て
友
好
へ

�
耳
地
蔵
�初
の
鎮
魂
供
養
式

「Ｋ―ＰＯＰでつながろう」「「ＫＫ――ＰＰＯＯＰＰででつつななががろろうう」」

韓韓
国国
人人
のの
日日
本本
留留
学学
１１
４４
００
周周
年年
行行
事事

「高円宮杯第７３回全日本中学校英語弁論大会」

在在日日４４世世 晴晴れれのの１１位位
（２）２０２１年１２月８日（水曜日）民 団 新 聞（第３種郵便物認可）第３００１号
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検索
↑

コウ国際行政

KOH International Administrative and Legal office

〒537-0014 大阪市東成区大今里西 1-13-9　

TEL 06-4306-3608コウ国際行政事務所
( 韓国語対応可能 )

URL https://www.koh-office.com

行政書士　高東林

∇同胞の相続手続全般
∇韓国内の不動産管理、売却サポート

∇在留許可、各種許認可申請手続
※韓国語対応、全国対応可能です！お気軽にご連絡ください！

∇韓国戸籍整理などの手続一式
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広島市内で開かれた西日本地区大研修会

【
山
梨
】
日
本
統
治
下
の
韓
半
島
で
白
磁
や
膳
な
ど
に
工
芸
品
と
し
て
の
美
し
さ
を
見
出
し
、
荒
廃
し
た
山
林

の
緑
化
に
も
尽
力
し
た
浅
川
伯
教
（
の
り
た
か
）
・
巧
兄
弟
の
生
涯
と
業
績
を
描
い
た
学
習
漫
画
『
評
伝

浅
川

伯
教
と
巧
～
十
四
冊
の
日
記
帳
』（
澤
谷
滋
子
作
、
飛
鳥
あ
る
と
画
）
が
完
成
し
た
。
発
行
者
は
兄
弟
の
出
身
地

で
あ
る
山
梨
県
北
杜
市
。
市
内
の
公
立
小
学
校
で
副
読
本
と
し
て
も
活
用
さ
れ
る
。
兄
弟
の
評
伝
が
漫
画
化
さ
れ

た
の
は
こ
れ
が
初
め
て
。
１１
月
２８
日
、「
浅
川
伯
教
・
巧
兄
弟
を
偲
ぶ
会
」
で
関
係
者
に
配
布
さ
れ
た
。

日
本
の
植
民
地
統
治
下
の

韓
国
の
実
情
を
丹
念
に
描
き

大
人
に
も
読
み
応
え
の
あ
る

内
容
。
浅
川
巧
が
遺
し
た
１４

冊
の
日
記
帳
（
１
９
２
２
～

２３
年
）
を
も
と
に
浅
川
伯
教

・
巧
兄
弟
料
館
（
北
杜
市
高

根
町
）
で
学
芸
員
を
経
て
館

長
を
歴
任
し
た
澤
谷
滋
子
さ

ん
が
原
作
を
担
当
し
た
。

Ａ
５
判
２
０
０
�
の
６
章

立
て
。
プ
ロ
ロ
ー
グ
は
北
杜

市
役
所
の
前
身
で
あ
る
高
根

町
役
場
に
韓
国
在
住
の
金
成

鎮
さ
ん
が
浅
川
巧
の
日
記
帳

を
寄
贈
す
る
シ
ー
ン
か
ら
始

ま
る
。金
さ
ん
は
解
放
の
年
、

伯
教
か
ら
預
か
り
、
５０
年
間

と
い
う
も
の
大
切
に
保
管
し

て
き
た
。
韓
国
戦
争
の
時
は

家
財
道
具
は
持
た
ず
と
も
日

記
だ
け
は
肌
身
離
さ
ず
保
管

し
、
守
っ
て
き
た
。
現
在
は

北
杜
市
指
定
有
形
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
る
。

漫
画
を
担
当
し
た
飛
鳥
あ

る
と
さ
ん
は
岩
手
県
一
関
市

在
住
の
新
進
。
同
学
習
漫
画

制
作
委
員
会
が
飛
鳥
さ
ん
を

含
む
候
補
者
５
人
の
な
か
か

ら
北
杜
市
内
の
中
学
生
１
０

０
人
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
も
と

に
決
定
し
た
。
劇
画
風
タ
ッ

チ
で
兄
弟
の
表
情
を
生
き
生

き
と
描
い
た
。

先
に
渡
韓
し
た
伯
教
は
と

あ
る
道
具
屋
で
庶
民
が
日
常

的
に
使
う
焼
き
物
で
あ
る
白

磁
と
出
会
い
、魅
了
さ
れ
る
。

そ
れ
か
ら
は
韓
半
島
各
地
で

破
片
を
採
取
す
る
な
ど
し

て
、
朝
鮮
陶
磁
史
の
研
究
に

生
涯
を
さ
さ
げ
た
。

兄
の
影
響
を
受
け
て
韓
国

に
渡
っ
た
巧
も
白
磁
や
膳
な

ど
の
民
芸
品
を
愛
し
、
名
著

『
朝
鮮
の
膳
』
を
出
版
。
ま

た
、
林
業
技
師
と
し
て
も
韓

国
の
風
土
に
適
し
た
植
林
の

育
成
法
を
開
発
し
た
。
現
地

の
韓
国
人
と
も
進
ん
で
心
を

通
わ
せ
、
「
泥
の
池
に
咲
き

出
た
一
輪
の
白
い
蓮
の
花
」

（
金
成
鎮
さ
ん
が
高
根
町
に

あ
て
た
手
紙
か
ら
）
と
慕
わ

れ
た
。

漫
画
は
「
浅
川
伯
教
・
巧

兄
弟
を
偲
ぶ
会
」
（
仁
科
雅

会
長
）が
中
心
と
な
っ
て「
浅

川
巧
生
誕
１
３
０
年
・
没
後

９０
年
」
の
今
年
に
向
け
て
５

年
前
か
ら
発
刊
を
準
備
し
て

き
た
。
北
杜
市
は
学
校
現
場

で
の
活
用
に
あ
た
っ
て「『
偲

ぶ
会
』
に
話
を
し
て
も
ら
い

た
い
」
と
応
援
に
期
待
し
て

い
る
。
来
年
に
は
読
書
感
想

文
コ
ン
ク
ー
ル
を
通
じ
て
図

書
の
普
及
を
図
る
。

発
行
所
は
浅
川
伯
教
・
巧

兄
弟
資
料
館
（
０
５
５
１
・

４
２
・
１
４
４
７
）。

学習漫画の表紙写真

【
広
島
】
「
在
日
韓
国
女

性
の
方
向
性
と
役
割
セ
ミ
ナ

ー
」
と
題
し
た
婦
人
会
中
央

本
部
（
劉
代
永
会
長
）
の
秋

季
全
国
大
研
修
会
・
西
日
本

地
区
が
１１
月
２６
、
２７
の
両

日
、
広
島
県
廿
日
市
市
の
ホ

テ
ル
で
開
か
れ
た
。
東
日
本

地
区
に
続
き
こ
れ
が
第
２
７

８
回
目
。
中
北
、
北
陸
、
関

西
、
中
国
、
四
国
、
九
州
か

ら
１９
地
方
本
部
１
５
０
人
が

参
加
し
た
。

開
会
式
で
劉
会
長
は
「
研

修
を
通
じ
て
知
識
、
見
聞
を

広
め
、
会
員
と
の
疎
通
、
信

頼
を
深
め
る
実
り
あ
る
有
意

義
な
時
間
に
な
る
こ
と
を
願

っ
て
い
る
」
と
期
待
を
込
め

た
。初

日
は
脱
北
者
の
荒
川
昌

子
さ
ん
が
北
韓
で
の
生
活
状

況
や
脱
北
に
至
る
ま
で
の
経

緯
に
つ
い
て
講
演
。
２
日
目

は
民
団
中
央
本
部
の
鄭
夢
周

副
団
長
と
広
島
本
部
の
権
俊

五
監
察
委
員
長
が
講
師
を
務

め
た
。
こ
の
後
、
参
加
者
全

員
で
原
爆
慰
霊
碑
を
訪
れ
献

花
し
た
。

開
会
式
に
は
民
団
中
央
本

部
の
金
春
植
監
察
委
員
長
を

は
じ
め
広
島
本
部
の
李
英
俊

団
長
、
福
岡
本
部
の
李
相
鎬

団
長
ら
が
参
席
し
た
。ま
た
、

駐
広
島
総
領
事
館
か
ら
は
全

鐘
潤
副
総
領
事
が
激
励
に
駆

け
つ
け
た
。

【
愛
知
】
民
団
愛
知
本
部

（
朴
茂
安
団
長
）
は
歳
末
扶

助
事
業
の
ト
ッ
プ
を
切
っ
て

１１
月
１６
日
、
満
１
０
０
歳
の

朴
春
根
翁
（
愛
知
県
半
田
市

在
住
、
右
）を
自
宅
へ
慰
問
。

朴
団
長
と
所
属
支
部
の
李
學

名
南
支
部
支
団
長
が
お
祝
い

を
持
ち
寄
っ
た
。

朴
ハ
ラ
ボ
ジ
は
岡
崎
市
生

ま
れ
の
在
日
２
世
。
奥
さ
ん

の
鄭
南
順
さ
ん
と
孫
の
３
人

で
の
ん
び
り
と
暮
ら
し
て
い

る
。
健
康
の
秘
訣
は
「
少
し

の
食
前
酒
と
肉
料
理
を
食
べ

る
こ
と
」
。
き
れ
い
に
枝
切

り
さ
れ
た
庭
の
木
は
若
い
こ

ろ
に
覚
え
た
と
い
う
。
今
で

は
毎
日
の
日
課
だ
。
「
背
伸

び
せ
ず
、
身
の
丈
に
あ
っ
た

生
活
が
い
ち
ば
ん
」
と
ほ
ほ

笑
ん
だ
。

朴
団
長
と
李
支
団
長
は

「
年
下
の
自
分
た
ち
が
、
か

え
っ
て
パ
ワ
ー
を
も
ら
っ

た
。
い
つ
ま
で
も
健
康
長
寿

で
い
て
く
だ
さ
い
」
と
口
を

そ
ろ
え
、
グ
ー
タ
ッ
チ
で
１

年
後
の
再
開
を
約
束
し
た
。

「
偲
ぶ
会
」
に
先
だ
っ
て

在
日
２
世
の
河
正
雄
さ
ん

（
８２
、
埼
玉
県
川
口
市
）
が

北
杜
市
に
寄
贈
し
た
「
浅
川

伯
教
・
巧
兄
弟
ブ
ロ
ン
ズ
・
レ

リ
ー
フ
顕
彰
碑
」
の
お
披
露

目
式
が
１１
月
２８
日
、
同
資
料

館
前
庭
緑
地
で
行
わ
れ
た
。

顕
彰
碑
は
南
ア
ル
プ
ス
を

望
む
同
資
料
館
南
側
に
建

つ
。
式
典
で
北
杜
市
の
上
村

英
司
市
長
は
資
材
を
投
げ
う

っ
て
寄
贈
し
た
河
さ
ん
に
感

謝
の
意
を
表
し
な
が
ら
「
浅

川
兄
弟
の
精
神
を
広
く
伝

え
、
韓
国
の
人
と
の
交
流
の

場
を
広
げ
て
い
き
た
い
」
と

述
べ
た
。
駐
横
浜
総
領
事
館

の
尹
喜
粲
総
領
事
も
「
韓
日

友
好
を
拡
大
す
る
う
え
で
大

き
な
意
味
が
あ
る
」
と
喜
ん

だ
。

河
さ
ん
は
６０
有
余
年
に
わ

た
っ
て
浅
川
兄
弟
の
顕
彰
活

動
を
行
っ
て
き
た
。
こ
の
顕

彰
碑
は
そ
の「
集
大
成
の
心
」

と
位
置
づ
け
今
年
１
月
、
上

村
市
長
に
面
会
し
、
寄
贈
を

申
し
出
て
い
た
。

碑
の
高
さ
は
１
６
０
�
。

横
か
ら
見
る
と
東
京
の
上
野

公
園
内
に
建
つ
王
仁
博
士
の

碑
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
五
重

塔
に
な
っ
て
い
る
の
が
わ
か

る
。
正
面
に
兄
弟
の
顔
を
デ

ザ
イ
ン
し
た
レ
リ
ー
フ
に
加

え
、
「
露
堂
堂
」
と
記
し
た

石
板
を
設
置
し
た
。

こ
の
言
葉
は
哲
学
者
・
教

育
者
の
安
倍
能
成
が
つ
づ
っ

た
浅
川
巧
へ
の
追
悼
文
「
そ

の
人
間
の
力
だ
け
で
露
堂
堂

と
生
き
抜
い
て
い
っ
た
」
か

ら
採
っ
た
。
河
さ
ん
は
秋
田

県
立
工
業
高
校
３
年
の
時
に

こ
の
言
葉
に
感
動
し
、
「
在

日
」
と
し
て
生
き
る
上
で
の

哲
学
と
し
て
き
た
。

「
露
堂
堂
」
は
禅
語
。
こ

の
言
葉
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
解

釈
が
あ
る
。
河
さ
ん
に
よ
れ

ば
「
良
い
こ
と
を
す
れ
ば
良

い
結
果
が
表
れ
、
悪
い
こ
と

を
す
れ
ば
必
ず
悪
い
結
果
が

起
こ
る
」
の
だ
と
い
う
。
浅

川
巧
へ
の
憧
れ
と
感
謝
の
念

を
抱
い
た
河
さ
ん
は
後
に
そ

の
足
跡
を
追
う
よ
う
に
な
っ

た
。
数
十
年
前
か
ら
地
元
に

顕
彰
碑
が
な
い
こ
と
を
残
念

に
感
じ
、
「
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
の
碑
を
残
さ
ね
ば
」
と
建

立
を
思
い
描
い
て
き
た
。

顕彰碑について説明する河正雄さん

婦
人
会
東
京
本
部
（
李
正

子
会
長
）
の
「
第
３９
回
国
際

文
化
作
品
展
示
会
」
が
１１
月

２５
、
２６
の
両
日
、
東
京
・
港

区
の
韓
国
中
央
会
館
で
あ
っ

た
。作

品
は
定
番
の
書
画
の
ほ

か
、
各
種
ア
ク
セ
サ
リ
ー
、

思
い
思
い
に
色
付
け
し
た
タ

ル
（
仮
面
）
、
ポ
ー
チ
、
編

み
物
、
花
冠
、
ペ
ー
パ
ー
ド

ー
ル
、
こ
の
時
期
ら
し
い
ク

リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
な
ど
多
彩

な
展
示
と
な
っ
た
。
婦
人
会

員
を
中
心
に
２
０
０
人
以
上

が
合
わ
せ
て
約
４
８
５
点
を

持
ち
寄
っ
た
。

会
場
か
ら
「
あ
あ
素
敵
」

「
い
い
ア
イ
デ
ア
」
「
な
か

な
か
い
い
わ
」
と
ひ
と
き
わ

注
目
を
集
め
て
い
た
の
が
、

１９
年
前
の
成
人
式
に
着
用
し

た
韓
服
を
仕
立
て
直
し
た
オ

シ
ャ
レ
な
バ
ッ
グ
と
マ
ス

ク
。
金
知
佳
さ
ん
（
３９
）
さ

ん
が
母
親
の
李
幸
子
さ
ん

（
婦
人
会
東
京
本
部
文
化
部

長
兼
婦
人
会
足
立
支
部
会

長
）
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
も

の
だ
。

李
さ
ん
は
「
あ
あ
大
き
く

な
っ
た
、
成
長
し
た
な
。
孫

も
生
ん
で
く
れ
た
し
」
と
感

慨
深
げ
。
ち
な
み
に
こ
の
マ

ス
ク
と
バ
ッ
グ
は
「
も
っ
た

い
な
く
て
（
い
ま
だ
）
使
っ

て
い
な
い
」
と
の
こ
と
。

新
宿
支
部
は
会
員
が
手
作

り
し
た
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
各

１
０
０
０
～
３
０
０
０
円
ほ

ど
で
直
販
し
て
い
た
。
台
座

以
外
の
ビ
ー
ズ
や
ス
パ
ン
コ

ー
ル
な
ど
は
ボ
ン
ド
で
根
気

よ
く
１
個
ず
つ
装
飾
し
て
い

る
。
「
材
料
代
も
出
な
い
」

と
言
い
な
が
ら
売
れ
る
と
嬉

し
そ
う
だ
っ
た
。

世
田
谷
支
部
の
ペ
ー
パ
ー

ド
ー
ル
は
折
り
紙
を
材
料
に

根
気
強
く
作
業
を
積
み
重
ね

た
力
作
。
高
齢
者
用
の
「
お

食
事
用
エ
プ
ロ
ン
」
は
あ
え

て
面
白
お
か
し
く
「
大
人
の

よ
だ
れ
掛
け
」と
命
名
し
た
。

東
京
日
韓
親
善
協
会
連
合

会
（
保
坂
三
蔵
会
長
）
は
川

柳
を
出
品
し
、
「
国
際
」
に

ふ
さ
わ
し
い
作
品
ぞ
ろ
い
と

な
っ
た
。

主
催
者
の
李
会
長
は
「
コ

ロ
ナ
禍
で
巣
ご
も
り
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
た
せ
い
か
、

み
な
さ
ん
ゆ
っ
た
り
と
し
た

気
分
で
一
生
懸
命
、
作
品
作

り
に
取
り
組
ん
で
く
れ
た
。

や
っ
て
よ
か
っ
た
」と
述
べ
、

笑
顔
を
見
せ
た
。

足
立
支
部
の
タ
ル
、
そ
の
下
に
バ
ッ
グ
と
マ
ス
ク
も

在
日
本
大
韓
ボ
ウ
リ
ン
グ

協
会
（
韓
新
梧
会
長
）
は
４

日
、
東
京
港
区
の
東
京
ポ
ー

ト
ボ
ウ
ル
で
２
年
ぶ
り
と
な

る
同
協
会
公
式
大
会
を
開
催

し
た
。同
協
会
は
今
年
５
月
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
ア
プ
リ
の
ラ
イ
ン
グ

ル
ー
プ
に
よ
る
書
面
決
議
で

総
会
に
代
え
、
新
会
長
に
韓

新
梧
氏
を
選
ん
だ
。
韓
会
長

就
任
後
こ
れ
が
初
の
イ
ベ
ン

ト
と
な
る
。

コ
ロ
ナ
の
関
係
で
昨
年
１

月
の
月
例
大
会
以
来
、
こ
の

２
年
近
く
、
各
種
大
会
を
始

め
、
毎
年
韓
国
国
体
へ
の
派

遣
選
手
を
選
抜
す
る
大
会
、

オ
リ
ニ
た
ち
を
対
象
し
た
ボ

ウ
リ
ン
グ
教
室
な
ど
を
中
止

し
て
き
た
。

こ
の
日
は
首
都
圏
を
中
心

に
大
阪
か
ら
も
か
け
つ
け
、

１９
人
の
ボ
ウ
ラ
ー
が
エ
ン
ト

リ
ー
し
、
４
ゲ
ー
ム
の
合
計

得
点
を
競
っ
た
。こ
の
結
果
、

合
計
８
３
８
点
の
吉
田
浩
さ

ん
が
優
勝
、
準
優
勝
は
８
１

８
点
の
朴
祥
子
さ
ん
だ
っ

た
。韓

会
長
は
「
昨
年
、
今
年

と
み
な
さ
ん
と
投
げ
る
機
会

が
持
て
な
か
っ
た
こ
と
は
誠

に
心
苦
し
か
っ
た
。
コ
ロ
ナ

が
落
ち
着
く
こ
と
を
祈
り
、

来
年
は
韓
国
国
体
も
含
め
、

各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
さ
ら

に
活
動
を
活
発
さ
せ
た
い
」

と
話
し
て
い
た
。

民
団
東
京
本
部
（
李
壽
源

団
長
）
は
２
日
、
韓
国
中
央

会
館
で
「
在
日
同
胞
活
性
化

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
一
環
と
し

て
議
決
機
関
研
修
を
開
催
し

た
。
昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た

め
５
支
部
を
巡
回
し
て
の
個

別
研
修
だ
っ
た
が
、
２
年
ぶ

り
に
全
体
で
の
開
催
と
な

り
、
各
支
部
の
議
決
機
関
ら

と
本
部
役
員
ら
約
７０
人
が
参

加
し
た
�
写
真
。

呉
永
錫
議
長
は
「
民
団
組

織
の
基
本
は
つ
ね
に
地
域
で

団
員
と
接
し
て
い
る
支
部

だ
。
支
部
が
元
気
で
あ
れ
ば

こ
そ
、
団
員
も
組
織
も
明
る

い
同
胞
社
会
を
築
け
る
。
今

日
の
研
修
を
各
支
部
の
活
動

で
生
か
し
て
ほ
し
い
」
と
呼

び
か
け
た
。

ま
ず
、
こ
の
ほ
ど
政
界
を

勇
退
し
た
河
村
健
夫
日
韓
親

善
協
会
中
央
会
会
長
が
�１
議

会
制
民
主
主
義
と
日
本
�２
国

会
議
員
の
役
割
�３
韓
日
関
係

展
望
を
テ
ー
マ
に
講
演
。
続

い
て
、
中
央
本
部
の
李
清
鍵

副
総
長
が
「
規
約
理
解
と
組

織
活
性
化
」
に
つ
い
て
説
明

し
、
盧
幸
一
副
議
長
が
「
民

団
の
宣
言
が
で
る
ま
で
」
と

題
し
て
講
義
し
た
。

民
団
荒
川
支
部

民
団
東
京
・
荒
川
支
部（
鄭

在
桓
支
団
長
）
は
１１
月
２８
、

２９
の
１
泊
２
日
、
恒
例
の
敬

老
会
バ
ス
旅
行
を
千
葉
県
長

生
郡
の
温
泉
リ
ゾ
ー
ト
「
ス

パ
＆
リ
ゾ
ー
ト
九
十
九
里
太

陽
の
里
」
で
開
催
し
た
。
バ

ス
旅
行
は
７０
歳
以
上
の
団
員

を
対
象
に
隔
年
で
開
催
し
て

い
る
。
２２
人
が
参
加
し
た
。

一
行
は
日
本
唯
一
の
「
四

方
懸
造
」の
寺
院
、笠
森
観
音

を
見
学
し
、
山
武
市
で
は
清

酒
・
焼
酎
酒
造
�
写
真
�
や

亀
山
ダ
ム
な
ど
を
訪
れ
た
。

コ
ロ
ナ
の
関
係
で
久
方
ぶ

り
に
外
出
し
た
と
い
う
高
齢

者
も
多
く
、
再
会
を
喜
び
合

い
な
が
ら
満
面
の
笑
顔
で
談

笑
す
る
姿
が
続
い
た
。

鄭
支
団
長
は
「
皆
さ
ん
の

元
気
な
姿
を
う
か
が
え
て
な

に
よ
り
。
今
後
も
団
員
と
団

員
が
顔
を
合
わ
せ
る
イ
ベ
ン

ト
を
企
画
し
て
い
き
た
い
」

と
述
べ
て
い
た
。

【
愛
知
】
婦
人
会
愛
知
本

部
（
李
玉
順
会
長
）
主
催
の

「
第
６
回
卓
球
大
会
」
が
４

日
、
名
古
屋
市
内
の
日
本
ガ

イ
シ
ホ
ー
ル
で
２
年
ぶ
り
に

開
催
さ
れ
た
�
写
真
。
入
場

プ
レ
ー
ト
を
手
に
１１
支
部
１

５
０
人
が
整
列
。
入
場
行
進

は
中
止
し
た
。

李
会
長
は
「
婦
人
会
愛
知

本
部
創
立
７０
周
年
の
節
目
に

卓
球
大
会
が
開
催
で
き
た
。

今
回
は
新
し
い
メ
ン
バ
ー
も

１０
数
人
参
加
し
て
い
る
。
卓

球
の
面
白
さ
、
楽
し
さ
を
多

く
の
人
に
伝
え
て
い
っ
て
ほ

し
い
」
と
呼
び
か
け
た
。

婦
人
会
中
央
本
部
の
劉
代

永
会
長
は
「
日
ご
ろ
、
重
ね

て
き
た
練
習
の
成
果
を
発
揮

し
て
い
い
試
合
に
な
る
こ
と

を
願
っ
て
い
る
」
と
期
待
を

寄
せ
た
。
民
団
愛
知
本
部
の

朴
茂
安
団
長
は
「
コ
ロ
ナ
で

２
年
近
く
、
対
面
行
事
が
で

き
な
か
っ
た
だ
け
に
、
今
日

の
大
会
は
う
れ
し
い
気
持
ち

で
い
っ
ぱ
い
」
と
述
べ
た
。

盧
悦
子
選
手（
豊
川
支
部
）

が
選
手
宣
誓
。
１
部
と
２
部

に
分
か
れ
て
リ
ー
グ
戦
を
行

っ
た
。
１
部
優
勝
は
名
南
支

部
。
２
位
が
春
日
井
支
部
、

３
位
は
名
中
支
部
。
ま
た
、

２
部
リ
ー
グ
の
優
勝
は
新
西

支
部
、
２
位
が
東
中
支
部
だ

っ
た
。

大
会
に
は
駐
名
古
屋
韓
国

総
領
事
館
の
朴
先
哲
総
領

事
、
体
育
会
中
北
本
部
の
金

尚
弘
会
長
、
婦
人
会
中
央
本

部
の
李
明
美
青
年
部
長
ほ
か

が
駆
け
つ
け
た
。

首都圏を中心に大阪からも駆けつけたボウラーたち

同
胞
社
会
活
性
化

セ
ミ
ナ
ー
岐
阜
で

駐
名
古
屋
総
領
事
館

【
岐
阜
】
駐
名
古
屋
韓
国

総
領
事
館（
朴
先
哲
総
領
事
）

主
催
の
「
２
０
２
１
年
同
胞

社
会
活
性
化
セ
ミ
ナ
ー
」
が

１
日
、
岐
阜
市
内
の
ホ
テ
ル

で
あ
っ
た
。
民
団
岐
阜
本
部

（
董
勝
正
団
長
）
か
ら
婦
人

会
役
員
を
含
め
て
１６
人
が
参

加
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
同
本
部
と

支
部
の
１
年
間
の
活
動
や
領

事
館
の
役
割
に
つ
い
て
報
告

が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
意
見
を

交
換
し
あ
っ
た
。

秋
季
セ
ミ
ナ
ー
で

同
胞
交
流
の
集
い

民
団
福
島
支
部

【
大
阪
】
民
団
大
阪
・
福

島
支
部
（
劉
孝
一
支
団
長
）

は
１１
月
２８
日
、
団
員
対
象
の

「
秋
季
同
胞
交
流
セ
ミ
ナ
ー
」

を
此
花
区
内
の
飲
食
店
で
開

催
。
「
在
日
コ
リ
ア
ン
青
年

連
合
」
（
Ｋ
Ｅ
Ｙ
）
共
同
代

表
の
劉
成
道
さ
ん
が
「
在
日

コ
リ
ア
ン
と
名
前
」
と
題
し

て
自
ら
の
体
験
に
基
づ
き
講

演
し
た
。

昨
年
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
で

こ
れ
と
い
っ
た
行
事
が
で
き

な
か
っ
た
だ
け
に
、
劉
支
団

長
は
久
し
ぶ
り
の
セ
ミ
ナ
ー

開
催
を
喜
ん
で
い
た
。

来
賓
の
李
元
徹
民
団
大
阪

本
部
団
長
は
「
民
団
は
支
部

活
性
化
と
次
世
代
育
成
を
柱

に
し
て
い
る
。
今
日
の
セ
ミ

ナ
ー
開
催
で
支
部
が
明
る
い

同
胞
社
会
の
拠
点
に
な
る
こ

と
を
願
っ
て
い
る
」
と
期
待

を
よ
せ
た
。

金
泰
鎭
氏
（
元
民
団
鳥
取

本
部
事
務
局
長
）

１１
月
２７

日
４
時
、
死
去
。
７３
歳
。
告

別
式
は
１１
月
２８
日
、
近
親
者

の
見
守
る
な
か
、
鳥
取
市
内

の
メ
モ
ワ
ー
ル
イ
ナ
バ
鳥
取

東
で
仏
式
家
族
葬
と
し
て
執

り
行
わ
れ
た
。
喪
主
は
長
男

の
容
煥
氏
。

北杜市が初の漫画化
韓日の懸け橋となった浅川伯教・巧兄弟

小
学
校
の
副
教
材
に

巧
の
生
誕
１
３
０
年
記
念

顕
彰
碑
お
披
露
目
在
日
２
世
の

河
正
雄
さ
ん

�祝祝 百寿

歳
末
扶
助
事
業
で

朴
春
根
翁
宅
訪
問

民
団
愛
知
本
部

秋
季
研
修

西
日
本
で
も

婦
人
会

１９
地
方
か
ら
１
５
０
人

巣
ご
も
り
が
力
作
生
む

婦
人
会
東
京

「
国
際
文
化
作
品
展
」

九十九里へ敬老バス旅行

在
日
ボ
ウ
リ
ン
グ
協

２
年
ぶ
り
公
式
大
会

１１
支
部
か
ら
１
５
０
人

婦
人
会
愛
知
本
部
卓
球
大
会

第６回

民団東京本部議決機関

支部勢揃いで全体研修
「在日同胞活性化フォーラム」
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展 覧 会

第１部「鶴橋駅と商店街」の１場面

１１

２５

urba
n.seoul.go.kr

龍馬滝景福宮

１８

info@
s

einenkai.org

https://hang
ul‒calendar.stores.j
p

１２

１５

石村湖ロッテタワー東大門デザインプラザ

１３

２０

（上）タンザック綴じの表紙
左が中級、右が初級

（中）卓上型初級の表紙
（下）初級１月

２０

２３

１０

１０

１８

２２
１４

◆東アジア国際展覧会イ
ン・トーキョー
１６～１８日。１０～１７時。
韓国文化院ギャラリーＭ
Ｉギャラリー（東京・新
宿区）。無料。

韓国の無形文化財保有
者５人と伝授教育助教、
履修者、韓国の名匠、大
学教授と弟子など計４１人
の作家と日本人作家１６
人、中国人作家５人の伝
統工芸作品を展示する。
問い合わせは同院（０３

・３３５７・５９７０）。

２０２２１日１語 韓国語学べる
国際理解めざし１８年目

１００

韓国文化院

新 刊 紹 介

（４）２０２１年１２月８日（水曜日）民 団 新 聞（第３種郵便物認可）第３００１号

韓国の懐メロ　よみがえる在日同胞の涙と汗


